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　観1光客の数では口木一の京都，大援の人が．芸学強鴛て

訪れる京の名所については今更込べる必要はないでしょ

う．一　　ひや汐交跡宮を済ませて1、、、1の1藁，莫山を麗超1

に眺める束大路を北、ヒして来る簿黄：バスの1客は右の1掌タト

に京大の1雄、賛台を教えられる二とでし｝、・二、

　その時注意して見ればもう少し電車竜寄りに3窪￥建て

屋．とにガラス張りの部屋を持つ我が鍵球物蹴学教室にで・・1

倉かれる磐てす．これが，今から30数年爺，堆慰、三学の款．

斗故IL雛鶏駄教ぎ；受によって，日本で駁初につくられた趣誌

物理学教｛派のです．この建物グ）3糠こ』賜劣．、レ、フし．…．が

あります。建物1罫1くはとても立派とは申せませんが（尤受

2・3年中には新しいi建物が出来ることになっています

すが，我々の研究所はその対岸にあって絶好の桟敷をな

しています．これは広大な京都の植物園の一劃にあり，

種ぐな植物環境と気象との関係を調べるために大正十五

年に設置されたものであり，当時今のように一般に盛で

なかった微細気象学の研究がここで育って来たのです．

現在ここにも数名の微細気象班と名付けられている若い

研究員が研究を続けています．風速・気温・日射・水張等

を電気的に記録する所謂r高須式6点同時記録装置」を

中心武器として，その他数紅の簡易気象観測器具をそろ

えて夏は焼けつく砂丘の上冬は雪の上と特異な環境を求

めて棄び歩いています．なおここでは普通の定時観測も

行っており，又志田式40倍微圧計が据付けられていま

す．気圧徴変動の研究も我々の研究室の伝統的なものの

一つですが，最近米国水爆実験による気圧波を日本で最

初にキャッチし得たのもこの研究の副産物の一つです．

このような気象学の広汎な分野にわたる我々の研究成果
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　　　　　　　△1尋（区liギ　　心☆紅’熔・1学理学部

　　　　郵一　　　　　　　　　（費嫉影光の

が）・渥「二の景ε琳素1露）しく鰍よ緑※，色とりどll

　　　　　　・集1に映ゆる東口、1三十六峠を跳めてはしば

し，噴を脅くめております．　こ

て滑川忠夫教授び）掘撃の下に異色ある伝統を受けついて

毎年卒業して鴛った研究1者は，羅に数十名に達していま

す．そして現煮この部屋には主としてシノプチヅクな分

野の研究を∫鉱っている1．0名足らずの．～ンバーがおり、・伝

統ある台風の研究や豪雨・低気圧・プく循畷等色々の沈二財

の研究を一行一．・ています．そ0）為に週31司の討論会の他月

2回位は、大阪管区気象台や京都測候所製の他近くの大学

び）ノ＼3…藍と合r司の葡鷲充｛ぐカヨDl雪力・才して㌧、ますじ．

　我々の研究室はこの教窒の勉に，附属の気窮1学特窮薪

究所を持っています．有名な葵祭び）行奪よ京都御所を朝

出1発し下鴨袖ニヒ1二で昼休みをした後，京都市外の北館、肝賀

茂神社に向って鴨の河原を昔乍らの老松の聞を見えかく

才ししながら鍾登凶しで千了く廷祭が最1も7趣が澄三し・といわれていま
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　　京都市左京区下鴨西半木町旧植物園北西隅
　　　　京都大学理学部気象学特別研究所
　　　　　　　　　　　　　　　　（撮影佐橋）

は“Meteorologlcal　Notes　of　the　Meteorological

Resea「chlnstitute，Kyoto　University”にまとめられ

で樗界中に送られています．　（中，島記）
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